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人 の
の家
家族
族
と

匹
の
犬
と

気力を養う剣道大会
7月 4目、平塚総合体育館で剣道大会

が 聞 か れ た 。 日 ご ろ の 成 果 を 競 っ た 豆 剣

士は市内の小、中学生525人で、気合の

こもった掛け声が館内に響き渡った。

私のふるさと

大
蔵
高
丸
か
ら
の
富
士
山

の
に
ぎ
や
か
な
毎
日
で
す
。
チ
ッ

プ
(
コ
リ
l
犬
)
は
十
四
歳
、

チ
ピ
マ
ル
(
名
犬
ノ
)
は
三
歳。

チ
ピ
マ
ル
は
子
犬
の
と
き
家
の

前
で
拾
い
育
て
た
た
め
特
に
か

-
平
塚
少
年
少
女
合
唱
団

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で
は

団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

小
学
生
か
ら
悶
校
生
ま
で
、

特
に
男
子
歓
迎
。
練
習
は
毎
週

土
曜
日
の
午
後
、
横
浜
ゴ
ム
迎

賓
館
。
会
費
は
月
三
千
円
、
入

国
費
三
千
円。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
田
部
少
年

少
女
合
唱
団
事
務
局
(
電
話
詑

|
九
二
二
九
)
へ
。

-
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
の
会

楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
の
会
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

楽
し
み
な
が
ら
コ
ー
ラ
ス
を

勉
強
す
る
会
。
練
習
は
月
2
回、

中
央
公
民
館
。
会
費
は
月
二
千

五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
楽
し
い
コ

ー
ラ
ス
の
会
事
務
局
(
電
話
泣

ー
ニ
O
七
一ニ

・
夜
間
)
へ
。

-
音
楽
会
の
会
員
募
集

湘
南
音
楽
協
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

平
塚
で
生
の
音
楽
を
あ
な
た

の
芥
ら
し
の
中
へ
ど
う
ぞ
。
入

会
金

一
千
円
、
月
会
費

一
千
五

百
円
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
年
6
因
。

問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
音
楽

協
会
事
務
局
(
屯
鯖
幻

l
一一四

八
六
)
へ
。

-
フ
ル
ー
ト
の
愛
好
会

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
愛

好
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い

。
譲
り
た
い
物
子
供
用
す
べ
り

台
、
お
ま
る
、
ベ
ビ
l
服
、
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、

子
供
用

ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
、
木
製
I
H
テ

ー
ブ
ル
(
電
磁
調
理
器
付
き
)
、
学

習
机
と
い
す
、

1
人
掛
防
ソ
フ
ァ
、

ヒ
ー
タ
ー
、

全
自
動
洗
濯
機
、
琴
、

エ
レ
ク
ト
l
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

わ
い
い
で
す
ね
。

O
私
の
ふ
る
さ
と

甲
府
盆
地
の
品
東
端
に
あ
り

中
央
自
動
車
道
勝
沼
イ
ン
タ
ー

か
ら
五
分
の
ま
ち
が
私
の
ふ
る

る。
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

な
ど
の
楽
器
を
持
参
で
き
る
方

で
、
練
習
は
月
3
回
、
背
少
年

会
館
。問

い
合
わ
せ
は
、
フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
愛
好
会
事
務
局

(
電
話

nー
一

二
O
三
・
夜
間
)

へ。-
湘
南
養
護
で
夏
祭
り

マ
日
時

7
月
お
日
(
日
)

午
後
1
時
3

マ
会
場

県

立
湘
南
援
態
学
校

マ
内
容
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

(
粘
土
工
芸
、
七
宝
焼
き
、
木

工
芸
)
、
パ
ザ
l
、
盆
踊
り
、

模
擬
居
ほ
か

レ、

L
P
ガ
ス
用
ふ
ろ
釜
、
ふ
ろ
お
ト
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
テ
ー
ブ
ル
、
電

け
、
大
人
用
剣
道
防
具
一式
、
ペ
ッ

子
レ
ン
ジ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
転

ド
マ

ッ
ト
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
車

{
M引
ン
)
、
三
輪
車
、
ゴ
l
カ
1

(
県
)
、
回
転
式
座
い
す
、
マ
ッ
ト
ト
、
物
也
、
パ
ン
焼
き
器
、
卓
球

レ

ス

台

、

学

習

机

、

子

供

用

自

転

車

(

日

刊

ン)

O
譲
っ
て
ほ
し
い
物

ベ
ビ
ー
カ
ー

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

(
双
子
用
、
A
型
、

B
型
)
、
子
供
り
際
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

服
、
布
お
む
つ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l

へ。

さ
と
大
和
村
で
す
。

武
田
信
玄
の
四
男

・
勝
頼
が

織
田
徳
川
連
合
軍
と
戦
い
、
自

刃
し
た
地
と
し
て
有
名
で
、
現

在
で
は

「日
川
渓
谷
と
武
田
の

秘
境
」
と
し
て
、
県
の
歴
史
文

化
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
慢
で
き
る
風
景
は
大
蔵

高
丸
か
ら
の
眺
め
で
、
富
士

山
、
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
の

パ
ノ
ラ
マ
に
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ
ー
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

な
お
、
神
奈
川
県
大
和
市
と

は
平
成
二
年
に
友
好
都
市
と
な

り
、
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
よ
。
と
に
か
く
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で
す
。

。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

••• 

家
の
近
く
に
あ
る
伊
勢
原
県

。

道
の
歩
道
は
、
中
原
上
宿
遺
跡

4

公
園
と
も
な
っ
て
い
て
、
よ
く

一

孫
と
一
緒
に
遊
び
に
行
き
ま

一

す
。
仕
事
柄
、
車
で
市
内
を
走

一

り
ま
す
が
、
歩
道
の
な
い
道
路

一

に
は
気
を
つ
か
い
ま
す
ね
。

一

ま
た
、
パ
ス
停
付
近
に
通
勤

一

者
の
自
転
車
が
放
置
し
て
あ
り

一

危
険
で
、
ま
た
、
見
苦
し
い
感

一

じ
が
し
ま
す
ね
。

一

{募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、

平
塚
に
佳

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

-

O
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

串

課

「私
の
ふ
る
さ
と
係
」

'

••• 
マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
湘
南

養
護
学
校
(
電
話
M
l
七一

一一

一一)-
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
日
時

7
月
同
日
(
日
)
、

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
は

お
日
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
前

午
前
8
時
、
参
加
自
由

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
l
小
田
原

駅
|
元
箱
根
・
・
・
畑
宿
・
・
・
早
雲
寺

.
・
・
箱
根
湯
本
駅
l
平
塚
駅

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
雨
具
、

参
加
賀
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
電
話
泣
l
一
一一
一

六
一一
)

-
お
年
寄
り
と
夏
祭
り

マ
日
時

7
月

M
日
(
土
)

午
後
5
時
泊
分
1
8時
初
分
、

雨
天
の
と
き
は
お
日

(臼
)

マ
会
場
富
士
白
苑
内
広
場

マ
内
容
盆
踊
り
、
金
魚
す
く

い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
富
士
白
苑

(
電
話
日

|
一
八
四
ご

-
演
劇
を
鑑
賞
し
よ
う

ひ
ら
つ
か
演
劇
鑑
賞
会
で
は

会
口
を
募
集
し
て
い
る
。

3
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
入

会
を
。
入
会
金
二
千
五
百
円
、

月
会
費
一
千
九
百
円
で
、
鑑
賞

会
は
年
6
因。

問
い
合
わ
せ
は
、
ひ
ら
つ
か

演
劇
鑑
賞
会
事
務
局
(
電
話
M

l
三
二
六
五
)
へ
。

-
バ
ン
ド
団
員
を
募
集

湘
南
シ
l
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
は
閉
口
を
募
集
し
て

い
る
。

高
校
生
以
上
で
楽
器
経
験
の

あ
る
方
。
練
習
は
毎
週
火
、
日

曜
日
の
午
後
、
中
央
公
民
館
か

背
少
年
会
館
で
。
会
費
は
月
一

千
円
。問

い
合
わ
せ
は
、
湘
南
シ
l

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
事
務

局
(
電
話

η
l五
三
四
九
)
へ
。

・
七
夕
会
の
手
話
講
習
会

七
夕
会
で
は
手
話
講
習
会
を

聞
く
。

マ
日
程

7
月
幻
日
1
8月
刊

日
の
毎
週
火

・
木
曜
日
、

全
5

回・
時
間
午
前
日
時
S
U時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
小
学
生
以
上
の
方
却

人

(先
着
順
)

マ
申
込
先
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
(
電
話
お
|
二
三
三
三
)

甘
え
さ
せ
る

子
供
は
自
分
が
求
め
た
と
き
に
、
し
っ
か

り
と
親
が
受
け
止
め
て
く
れ
て
甘
え
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
と
て
も
安
心
で

き
て
自
然
に
成
長
し
て
い
け
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、

。
甘
え
さ
せ
る
。
こ
と
と
か
甘
や
か
す
。
こ

と
と
の
違
い
で
す
。
こ
の
こ
と
を
混
同
し
て

し
ま
う
と
、
愛
情
を
注
い
で
い
る
つ
も
り
で

も
子
供
を
甘
や
か
す
こ
と
に
な
っ
た
り
、
過

保
護
に
な
っ
て
い
け
な
い
と
考
え
る
あ
ま

り
、
子
供
に
対
し
て
拒
否
的
な
行
動
に
出
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、

A
君
の
お
父
さ
ん
は
、

A
君
が

か
わ
い
く
て
、
欲
し
が
る
も
の
は
何
で
も
買

っ
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
育
っ

て
い
っ
た
A
君
は
、
お
父
さ
ん
の
愛
情
を
感

じ
と
れ
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
わ
が
ま
ま
さ

を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
は
、
A
君
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
一
方
、

B
ち
ゃ
ん
は

ー
摂
賢
一泊

一

vf色

J」
W

何
で
も

一
人
で
や
れ
、
相
手
を
し
な
く
て
も

一
人
で
遊
べ
て
し
ま
う
子
供
に
育
っ
て
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
た
の

で
す
が
、
お
母
さ
ん
に
甘
え
て
も
相
手
を
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
気
持
ち
は
寂
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
供
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
自
分
が
子
供

の
こ
ろ
、
自
分
の
親
か
ら
ど
う
愛
さ
れ
て
い

た
か
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
か

に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で
す
。
子
供

に
ど
う
か
か
わ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
分
か
ら

な
い
ま
ま
自
分
の
感
情
だ
廿
で
子
供
に
接
し

て
い
く
と
、
子
供
と
の
距
離
は
離
れ
て
し
ま

い、

子
供
も
親
に
甘
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
供
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
何
な
の

か、

子
供
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
し
っ
か
り

と
受
防
止
め
て
、
相
手
を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

子
供
は
そ
れ
を
踏
み
台
に
し
て
自
分

の
力
で
伸
び
て
い
く
も
の
で
す
。

A
M

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(
鋭
普
小
学

校
北
側
電
話
訪
|
六
O
一
二
)

夕涼みが-r.;恕んマ志夜市ヘ
B$JィjレJ¥-壬ー-交響楽園

7月31日(土)
見附台公園

午後6時"'9時
雨天中止

【なんでも夜市の内容】

野 菜 、 果 物 、 菓 子 、 手 作り品、

地酒の販売

地域づくり課市民生活係

とき

ところ

演奏会
8月31日(メ()

午後 6時30分 ~

市民センター
・指揮 現田茂夫

・ピアノ 花 房晴美

担当

モーツアルト 「ア イネ ・クライネ・ナハトムジーク」、「ピア

ノ協奏曲第20番 K466J、 ドヴォ ル ザ ーク「交響曲第 8若手イギ

リスJ
S席 4，500円、 A席4，000円 (A席は市民センターのみ発売)

市民センター(電話32ー2235)、チケットぴあ(長崎屋 4階)、

ヤンレイレコード(ラスカ 4階)、稲元昆楽器量底、サクラ自I苫

本庄、花水器1苫

目

-入場料

・前売券

-曲
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2言。保健センター 平 塚 市 中 里 : 30分 ; 【8月の 1歳 6か月児】 : ・母子手帳、笹記用具を持参 : ---一一- = - -22 34-17包括34ー0311 :・会場保健センター :・10日 4年2月1日-15日 : ~ / ~ = . 
き 07竺健Lz-22原町 ; -rJTUZ院議らぎ .【古の;2216日-29日 ~ OO ffi!~OJÅ~~ ~ /・HEALTHY・¥言
語 ム白血~凸 j となど ;・ 5日 2年6月1日-15日 : 8月分の日程 11 ̂  JlJ会ムー ¥SS 
22 1訴闘蹴自諸問言葉診展 :・母子手帳を持参 ;・19日 2年6月16日-30日: -l eykJFEh igg 

品副舎君。、ι:・前期(妊娠 6か月までの方) : 1 .-.，圃..， l“ 
輔 、--戸ー可-- ----ー . :※当日、尿検査と歯科健診も 刑 : 一~----;=三L223町議行 問餓翻 ;行う …uu;2FよZ粧品¥ライフ /3
語「母子手帳別冊」を持参のう :-受付午後1時 l8!歯予防敏怠 ;92m午前10時30分~午後21 ¥ _.・ー _ / 認
養え 指定の医療機関 で 受 腕 。 :-会場保健センター : ; 時 1 ~ .LlF陀FE./ 雲

3 宙 賜 侶 簡 ;汁ラ計一シ幻(ω1歳 6ω帥カか…、

:-母子手帳、舘記用具、歯ブ: -対重級炭 8月中に 8か月から: 妊娠中と産後の栄苦養斐(調理: -----一一-戸-戸./' 吋

を持参 ; ん : 2却O臼 午 後 1時3初O分-4時 : ~J l--I -r、旗且 " 

釜 .対 象 乳幼児 ; 【8月の 3カか、月児】 !-日時 8月1日1日 午 前l凶O時 j 赤ちやんの育て方、おむつ; お麓の進み方と産後の過ご葵
-: -相談日毎週水曜日 j ・4日 5年4月1日-15日: -11時 ; の 交 換 : し方 認

さ ・時間午前9時30分F10時 ;・ 悶 5年4月 間-30日 :-会 場 平 塚 保 健 所 :-後期(妊娠 8か月以降の方);272ち:匁222つよZ)g 

g dグ -園田開・ |予防輝・8月カレンダーljziZ許諾ス三
雲~~ð'/ 融緩主ちゃん・~'~<'''''' 唱 竺色4paa'-- jL22Jれ5227E75
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大
腸
が
ん
予
防
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日
日
(
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)
大
腸
が
ん

検
診
の
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義
と
受
け
方
講
師

梶
原
光
令
医
師

・
7
月
幻
自

(
木
)
大
腸
が
ん

予
防
の
食
事
・
生
活
指
導

※
時
間
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ず
れ
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午
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時

初
分
5
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マ
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マ
問
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先
健
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(
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九
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育
児
教
室
開
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内
容

・
8
月
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日

(
金
)
離
乳
食
の

す
す
め
方

・
試
食

-
9
月
3
日
(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

の
歯
の
衛
生
、
楽
し
い
子
育
て

※
時
間
い
ず
れ
も
午
後
1
時

泊
分
1
3時

マ
会
場
保
健
セ
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タ
ー
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平

成
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か
ら
3
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日
ま
で
に
生
ま
れ
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幼
児
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お
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さ
ん

マ
問
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合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
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話

M
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心
の
健
康
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
の
健

康
相
談
会
を
聞
く
。

マ
日
程

7
月
お
臼
(
水
)
、

8
月
4
日
(
水
)
、
日
日
(
水
)
、

午
後
1
時
羽
分
3
3時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

介
護
教
室
開
く

家
庭
で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
介
盟

を
身
に
つ
け
る
家
庭
宕
謹
教
室

を
聞
く
。

はがきに赤ちゃんの名前、性別、 生年月日と両親の住

所、 氏名、年齢、電話祷号、会社名を 記 入 の う えご応

拡ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで‘す。応募

されたはがき(l日掲税分は1口-15日締め切り、15日掲載分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より翌月の広報紙に掲載します。*送り先

干254平塚市浅間町9-1 平塚 市 広報

広聴課「赤ちゃんのステージJ係
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足
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と
車
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す
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作

ぼ

lす

マ
対
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心
や
ア
ル
コ
ー
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等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者

粕
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医、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
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平
塚
保
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予
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歯
ぐ
き
の
検
診

マ
H
時

7
月
幻
臼
(
火
)

・
妊
耐
の
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午
前
9
時
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時
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・
妊
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叩
歳
未
満
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午
後
1
時
1
2時
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分

マ
会
場
平
康
保
健
所

マ
対
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妊
婦
お
よ
び
叩
歳
未

満
の
方

マ
内
容

習

検
診
と
歯
み
が
き
練

マ
申
込
先
保
健
セ
ン
タ
ー

(
屯
話
加

|
0
=
一一一)

痴
ほ
う
の
相
談

平
康
保
健
所
で
は
、
痴
ほ
う

老
人
を
か
か
え
る
家
族
を
対
象

と
し
た
相
談
会
を
聞
く
。

「ぽ
吋
」
と
い
う

表
現
は
、
い
ろ
い
ろ

な
窓
味
に
使
わ
れ

る
。
例
え
ば
、
年
を

と
る
と
だ
れ
で
も
物

忘
れ
や
勘
違
い
が
多

く
な
る
が
、
そ
う
い
っ
た
老
化
現
象
の
ほ
け

も
あ
れ
ば
、
病
気
が
原
因
の
ボ
ケ
も
あ
る
。
ぼ

け
を
引
き
起
こ
す
病
気
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
の
多
く
は
脳
血
管
障
害
性
痴
呆
(
ほ

う
)
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l
型
痴
呆
で
あ
る
。

脳
血
管
障
害
性
痴
呆
は
、
脳
こ
う
そ
く
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
1
型
痴

呆
は
、
発
病
の
時
期
が
は
っ
き
り
せ
ず
ゆ
る

や
か
に
進
行
し
、
性
格
の
変
化
と
い
っ
た
形

で
初
期
症
状
が
判
明
れ
る
場
合
も
あ
る
。

食中毒に注意
・よく手 を洗い、食器も洗

剤で洗い流し消潔に

・食品はnってきたらすぐ

に冷蔵庫へ人れ保存する

・食品は十分に1J11?!!lし、'，'.

めに食べる

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
射

の
方
)
、
普
段
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歯

ブ
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)
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マ
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寄
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込
先
平
塚
保
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所
(
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三
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痴
呆
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初
期
の
典

型
的
な
症
状
は
、
物

町
駅
ぃ

、

忘
れ
で
あ
る
。
単
な

川
酬
辺

、

る
老
化
現
象
に
よ
る

酬
酬
略
目
〆

物
忘
れ
な
ら
、
自
分

川
州
、
I
で
気
が
つ
い
た
り
周

UM
A
U

J

囲
か
ら
言
わ
れ
て
気

づ
く
も
の
だ
が
、
痴

呆
の
物
忘
れ
は
ま
っ
た
く
忘
れ
て
し
ま
う
と

い
う
、
自
覚
の
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ

し
て
次
第
に
、
日
常
生
活

・
社
会
的
活
動

が
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
状
態
と
な
っ
て

し
ま
う
。

す
べ
て
の
人
が
痴
呆
に
な
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
性
格

・
行
動
が
急
に
変
化
し

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
素
人
判
断
を
せ
ず

に
、
内
科

・
精
神
科
な
ど
で
受
診
す
る
か
、

保
健
所
に
ご
相
談
を
。
(
健
康
課
)

花火Eよa火災を防ご§氷切って生ごみ18100gの減量

夏は花火のシーズン。 取り扱い主の不注意

から火~事担ガ発生!している。花火を楽し

く遊ぶため巳、次の点を注意 しよう。

4・花火に書いてある遊び方を読み、守 る

・才色えを人や家に向けたり、燃えやすい物

のある場所て漣ぱなし、

・風(J)強い時i訴 とえをしない

・水を用意し、大人と-1蓄に遊ぶ

--ー度にたくさんの花火に火をつけない

・火のついた才とえを振 り回さない

消防署宅手術第2課(内線619)-担当

さ
ら
に
ひ
と
に
ぎ
り

台
所
の
ご
み

h
ド

市とごみ減量化婦人の会では、ごみ 1人 1

日100gの滅汲化を進めている。

8月は 1年の中で生ごみが一番多く出る

月。ごみの約50%は水分なので、収集車2台

のうち 1台は水を運んでいることになる。ま

た、水分が含まれていると、ごみを焼却するの

に余計な時間と経費がかかる。家庭からごみ

を出す とき、 1人 1日100gの滅盆を目指し

て、「もうひとにぎり」水分をよく切っていた

だきたい。 (100gは約茶わん1杯分)

この辺境力に協力していただくと0.lkgX365日X250，000人(市民)x32円(l

kgのごみ従民霊費)= 2億9200万円の節約となる

・担当 環境衛生業務課(内線530)
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マ
募
集
人
員

4
人

(四
歳
以
上

の
方
で
高
校
生
は
除
く
)

マ
内
容
計
泣
器
定
期
検
査
に
伴

う
事
前
調
査

マ
連
絡
先
お
よ
び
応
募
先
商
業

観
光
醜
商
業
係
(
内
線
五
六
二
)

・
児
童
手
当
の
申
請
を

市
で
は
、
前
年
の
収
入
が

一
定

額
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
児

笈
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
児
堂

手
当
を
給
付
し
て
い
る
。

マ
対

象

①
平
成
3
年
l
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
供

②

2
人

目
以
降
が
4
歳
未
満
の
子
供

詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
部
児
童

係
(内
線
二
二
ハ
)に
お
叫
ね
を
。

{。，
M
〕

h
m
u
五
Q
1ノ

F
J
d
j
u
d

，‘言。，，

(8) 平成5年フ月寸 5日

ぞ
う蔵の

舟
地
蔵
は
、
蓮
華
座
に
立
っ

た
地
蔵
が
舟
に
乗

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
銘
文
が
な
く
、
建

立
年
代
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
地
蔵
が
舟
に
乗
っ

て
い
る
の
が
特
色
で
、
同
械
の

地
蔵
を
伊
勢
原
市
や
厚
木
市
、

寒
川
町
、
海
老
名
市
、
大
和

市
、
藤
沢
市
な
ど
で
も
見
る
と

と
が
で
き
ま
す
。
と
れ
ら
も
合

わ
せ
て
み
て
い
く
と
、
舟
地
蔵

は
大
松
寺
舟
地
蔵
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
享
保
年
聞
の
一
七
二

O

年
前
後
に
建
立
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
く
、
し
か
も

「
岩
船
地

-

一切

I

同
国
昌
司
四
同
町

、

nu

唱し
4
潟
村
ぐ

-

悶

/
-T

鮮

日
同
情

、

蔵地舟の寺松大

広報

-
国
の
教
育
口
l
ン
を

駅
ー
逮
陪
山
キ
ャ
ン
プ
場
・
・
・
金
冠

山
頂
上
・・・
戸
田
峠
駐
車
場
|
修
善

寺
駅
|
小
田
原
駅

マ
拡
総
人
口

(費
用
)

問
剛
容
の

あ
る
方
的
人
(
無
料
)
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
二
百
五
十
人
(
八
千
二
百

円
、
お
歳
以
下
は
七
千
五
百
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
(
内
線
ニ
ニ
ニ
)

希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
セ
ン
タ

ー
(
電
話
回
l
三
四
一
ご
に
ご

連
絡
を
。A-園

芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

8
月
6
日

(金
)
午
前

9
時
却
分
5
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
蹄
師
闘
芸
研
究
家

m
H
木
幸

雄
氏

マ
内
容
秋
ま
き
草
花

・
球
根
の

作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー

(世
話
お
l
O
五

九
三
)

av夏
休
み
ア
ニ
メ
大
会

横
浜
国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
供
ア
ニ
メ
大
会
を
聞
く
。

マ
日
時

8
月
1
日

(日
)
午
前

日
時
5
午
後
4
時

マ
会
場
新
都
市
ホ
l
ル

(横
浜

そ
ご
う
9
階
)
入
場
無
料

マ
内
容

「ま
っ
赤
に
な
っ
た
に

わ
と
り
」
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
稲
祉
政
策
牒

庶
務
担
当

(
内
線
一一一

七
)

-
車
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
で
笠
山
に
参
加
さ

れ
る
方
と
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
す
る
。

マ

期

日

8
月
幻
自
(
臼
)

マ
コ
1
ス
小
田
原
駅
|
修
善
寺

広報ひらつか

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

鶴
み
ど
り
推
進
係
(内
線
四
二
五
)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
平
塚
北
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

二
十
万
円
、

小
林
直
人

六
千
七
十
八
円
、
西

湘
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合
平
塚

支
部
十
万
円
、
湘
南
品
友
会

九
千
九
百
四
十

一
円
、
フ
リ
l
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
庖
者

一
同
八
万
七

千
九
百
円
、
県
資
源
回
収
商
策
協

同
組
合
平
塚
支
部

九

千
二
百
八

十
一
円
、
相
原
団
子

五
千
円
、

木
も
れ
陽
七
千
五
十
円
、
匿
名

一
万
九
千
五
百
三
十
円

d
'
 

蔵
」
と
彫
っ
た
も
の
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
平
塚
に
も
下
島

の
霊
山
寺
境
内
に
、

写
保
五
年

(
一
七
二

O
年
)
に
建
立
さ
れ

た
「
岩
船
地
蔵
念
仏
供
養
」

と
彫
っ
た
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。

岩
船
地
蔵
と
い
う
の
は
、
栃

木
県
岩
舟
町
の
岩
船
山
高
勝
寺

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
舟
地
蔵
は
十

八
世
紀
前
期
に
岩
船
山
の
信
仰

が
広
ま
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と

が
予
測
で
き
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員

直
之
)
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